
秋
田
城
跡
歴
史
資
料
館
年
報
二
〇
一
七

秋
田
市
教
育
委
員
会



















― 1 ―



― 2 ―



― 3 ―



― 4 ―



― 9 ―



― 10 ―



1（10―386）

4（10―389）
5（10―390）

2（10―387）

3（10―388）

１〜５　SD2450 埋土　

第９図　SD2450 溝跡出土遺物
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1（10―391）

１　SK2452 埋土

第 11 図　SK2452 土坑出土遺物
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1（10―392） 2（10―393）

3（10―394）

4（10―395）

１　SB2065 P6 掘り方埋土

２　SB2065 P6 抜き取り埋土

３　SB2065 P5 抜き取り埋土

４　SB2454 P5 埋土 第 14 図　SB2065・SB2454 掘立柱建物跡出土遺物
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1（10―396）

１　SA2455 P2 抜き取り埋土

第 16 図　SA2455 柱列跡出土遺物

0 1:3 10㎝

― 14 ―



1（10―397）

2（10―398）

1（10―399）

１　SD2456 埋土

２　SD2458 埋土

１　SD2456 埋土

第 18 図　SD2456・SD2458 溝跡出土遺物

第 19 図　SD2456 溝跡出土瓦
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7（10―406）

6（10―405）

4（10―403）

1（10―400）

2（10―401） 3（10―402）

5（10―404）

8（10―407）

１～４ SI2459 埋土

５～７ SI2459 カマド構築土

８ SI2459 カマド埋土

第 23 図　SI2459 竪穴建物跡出土遺物
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8（10―417）

1（10―408）

2（10―411）

3（10―412）

4（10―413）

5（10―414） 6（10―415）

7（10―416）

9（10―418）

１　SI2459 カマド構築土 ２～６ SI2460 埋土　７　SI2460 床面直上

８　SI2460 P5 埋土 ９～ 10　SI2461 埋土

第 24 図　SI2459 ～ SI2461 竪穴建物跡出土遺物
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1（10―409）

2（10―410）

１・２　SI2459 カマド構築土

第 25 図　SI2459 竪穴建物跡出土瓦

0 1:4 10㎝
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7（10―426） 8（10―427） 9（10―428）

6（10―425）4（10―423）

1（10―420） 2（10―421）
3（10―422）

5（10―424）

11（10―430）

１～３　SI2462 埋土　４～11　SI2463（４～６・９～11　埋土、７・８　床面）

第 26 図　SI2462・SI2463 竪穴建物跡出土遺物
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1（10―431）

4（10―434） 5（10―435） 6（10―436）

7（10―437） 8（10―438） 9（10―439）

10（10―440） 11（10―441） 12（10―442）

13（10―443） 15（10―445）

2（10―432） 3（10―433）

１～４　SK2464 埋土　５・６　SK2465 埋土　７　SK2468 埋土 ８　SK2471 埋土

９　SK2475 埋土 10　SK2478 埋土 11・12　SK2480 埋土 13　SK2481 埋土

14・15　SK2484 埋土

第 29 図　SK2464 ～ SK2484 土坑出土遺物
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1（10―446）

１　SK2468 埋土

第 30 図　SK2468 土坑出土瓦

0 1:4 10㎝
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1（10―447）

2（10―448）

4（10―450）

8（10―454）
9（10―455）

10（10―456）

5（10―451）
6（10―452） 7（10―453）

3（10―449）

１・２　SX2169（１　底面　２　埋土）　３　SX2490 埋土　４～６　SX2491 埋土

７・８　SX2492 底面 ９・10　SX2494 埋土

第 34 図　SX2169・SX2490 ～ 2494 焼土遺構出土遺物

0 1:3 10㎝

― 32 ―



1（10―457） 2（10―458）

7（10―463）

9（10―465）

8（10―464）

11（10―467） 12（10―468）

13（10―469）

6（10―462）4（10―460）

3（10―459）

10（10―466）

5（10―461） １～４ SX2494 埋土 ５ SX2495 埋土

６～ 10　SX2496 埋土　11 ～ 13　SX2497 埋土

第 35 図　SX2494 ～ SX2497 焼土遺構出土遺物
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1（10―470）

2（10―471）

3（10―472）

１　SX2490 埋土　２・３　SX2494 埋土

第 36 図　SX2490・SX2494 焼土遺構出土瓦
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1（10―473）

4（10―476）
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8（10―480） 9（10―481）

7（10―479）

10（10―482）

11（10―483）

13（10―485）
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14（10―486）

17（10―489）

18（10―490） 19（10―491） 20（10―492）

21（10―493）

2（10―474）

3（10―475）

１～７ 第Ⅰ層

８・９ 第Ⅱ層

10～21 第Ⅲ層

第 38 図　第 108 次調査地第Ⅰ～Ⅲ層出土遺物
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1（10―494）

14（10―507） 15（10―508）

16（10―509）

19（10―512）

17（10―510） 18（10―511）

11（10―504）

12（10―505）
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2（10―495）
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3（10―496）

4（10―497）
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5（10―498） 6（10―499）

１～13　第Ⅲ層　14～19　第Ⅳ層

第 39 図　第 108 次調査地第Ⅲ層・第Ⅳ層出土遺物
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1（10―513） 2（10―514）
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4（10―516）
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15（10―527）

16（10―528）
17（10―529）

9（10―521）

１～17　第Ⅳ層

第 40 図　第 108 次調査地第Ⅳ層出土遺物
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1（10―530） 2（10―531）

１　SKP2504 埋土　２　第Ⅰ層　３　第Ⅱ層　

第 46 図　第 109 次調査地出土遺物
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1（10―533）
2（10―534）

1（10―535）

１　A区 第Ⅱ層

２　B区 第Ⅲ―２層 １　C区 第Ⅲ―３層

第 51 図　第 110 次調査地出土遺物 第 52 図　第 110 次調査地出土瓦

0 1:3 10㎝
0 1:4 10㎝

― 60 ―



― 61 ―



― 62 ―



― 63 ―



― 64 ―



― 65 ―



― 66 ―



― 67 ―



― 68 ―



― 71 ―



― 72 ―



― 73 ―



― 74 ―



― 75 ―



学習講座

発掘体験教室

東門ふれあいデー

パネル展（市役所市民ホール）

史跡探訪会

第 108 次調査現地説明会
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古代秋田城の築地塀を構成する白色および褐色粘土の互層構造について（その２）

秋田大学国際資源学部　教授 今井忠男、 講師 西川治、 学芸員 千田恵吾、 准教授 木崎彰久

秋田大学工学資源学部　元学生 栗崎笑、 柴田いずみ

１．はじめに

　これまでの発掘調査から、秋田城の築地塀は、写真１に示すように白色と褐色の縞模様（互層）になっ

ていることが知られているが、互層の機能や力学的性能についてはあまり知られていない。一般に、古

代城の築地塀は、土を突き固めて層状に重ねていく版築と呼ばれる建築法がとられており、秋田城の築

地塀も同様の版築構造である1）。しかし、版築の構造は、建築方法から層状となるが、同一の粘土を用

いる限り、色彩的に明瞭な縞模様になることはない。つまり、秋田城の築地塀には、色の異なる２種類

の粘土が用いられ、意図的にこれらを互層とする版築法が行われたと考えられる。

　前回の研究（その１）では2）、この築地塀の白色部について、その成因を調べた。この結果、白色部

の粘土は、褐色部および築地塀の原料採取場所（土取場）の粘土と比較し、鉱物組成にほとんど差が見

られないことがわかった。また、政庁内の白壁がクリストバライトの白粉で化粧されていることが明ら

かとなり2）、このことから、版築の白色部粘土も、土取場の粘土にクリストバライトを主成分とする白

色粘土が混ぜられ、白くしたものと推定した。

　本研究では、クリストバライトを主成分とする白色原料として、秋田県横手市大森町で産する八沢木

粘土を用い、これと土取場粘土と混ぜ合わせて白色混合粘土を作成した。この白色混合粘土と土取場粘

土とで版築構造と同様な互層の粘土試料を作成し、これらの強度特性を調べることで、秋田城の築地塀

に関する機能や力学的性能を明らかとした。

写真 1　秋田城築地塀の断面における白色・褐色粘土の互層

表１　試料粘土の採取場所 1）

試料番号 試料名称 試料の色 採取場所および地層

Ａ−３ 土取場粘土 赤褐色 第106次調査地 Ｃ区、第四紀潟西層

Ｃ−１ 八沢木粘土 灰白色 横手市大森町八沢木地区、新第三紀大森層

30㎜

白色部
褐色部
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２．実験方法

　粘土試料には、表１に示す土取場粘土と八沢木粘土を用いた。これら粘土の組成については、前報に

示した2）。これら現地で採取した粘土は、乾燥させて粉砕した後に篩にかけて精製した。これら乾燥試

料は、表２に示すように、あらかじめ測定した最適含水比（締固め密度が最大）となるような水量を含

ませて、手で十分にこねた。また、両者を混ぜた混合粘土は、八沢木粘土の混合比が乾燥重量で５～

50％になるよう試料を配合した。

　このような手順により、最適含水比でこねられた粘土試料から、表３に示すような条件で、圧縮試験

用の試験片を作製した。具体的には、直径50mm、高さ10cmのモールド内に粘土を少量づつ入れ、550gの

円柱状の重りを20cmの高さから50回落下させ、１層を突き固めた。突き固めた１層の厚さは約17mmで、

高さ10cmの円柱試験片が６層となる様に調整した。作製した試験片はモールドから取り出し、室内中で

４日間養生し、乾燥度を36％±5％とした。粘土試料は、乾燥度（含水比）によって強度が大きく変化

するため、乾燥度の調整が重要となる。

　写真２に作製した試験片を示す。写真２（1）～（5）は、八沢木粘土の混合比を０～ 100％とした試

験片である。写真より、八沢木粘土の混合比を上げていくと、土取場粘土の粘土はだんだんと白くなり、

混合比50％では、かなり白色な粘土に見える。また、写真３には、突き固め層が、それぞれ３層づつの

互層となるように作製した、土取場粘土と混合粘土の試験片を示す。写真より、混合粘土における八沢

木粘土の混合比が上がるにしたがい、明確な縞模様が見られる。写真１に示した秋田城築地塀のイメー

ジに近い縞模様は、混合比が20％程度と思われる。

　これら試験片は、材料試験機によって一軸圧縮試験を行い、それぞれの試験片の圧縮強度を求めた。

また試験後には試験片の含水比を測定し、最適含水比との比から乾燥度を求めた。

写真２　土取場粘土に八沢木粘土を混合した試験片

（1）混合比 0%

（土取場粘土）

（2）混合比 10% （3）混合比 20% （4）混合比 50% （5）混合比 100%

（八沢木粘土）

表２　混合粘土の配合条件 表３　圧縮試験片の作製条件

試料名称
最適含水比 
ｗ（％）

混合粘土の混合比　
ｗ（％）

土取場粘土 30.5 95, 90, 80, 50

八沢木粘土 48.5  5, 10, 20, 50

試験片サイズ （mm） φ50×100

突固め回数 （回） 50 （重り550g、20cm落下）

突固め層数 （層） 6 （層厚 17mm）

養生日数　（日） 4 （乾燥度36%±5%）

30㎜
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３．実験結果

　はじめに、単一粘土において圧縮強度と乾燥度との関係を調べた。その結果を図１に示す。図より、

乾燥度が低いときは、土取場と八沢木の粘土の強度にあまり違いは現れないが、乾燥度が進むにしたが

い強度差が広がることがわかる。同程度の乾燥度なら、土取場粘土の強度は八沢木の1.4倍程度になり、

秋田城築地塀に用いられた粘土は、強度性能が高いことがわかった。

　次に、図２に混合粘土の圧縮試験の結果を示す。図より、混合粘土において八沢木粘土の混合比を増

加させると、強度が急激に低下する傾向がわかる。土取場粘土の強度は、八沢木の1.4倍程度であるこ

とから、単純には、八沢木粘土を多く混ぜても、混合粘土の強度は2/3程度（1000kPa）までしか低下し

ないと考えられるが、混合比50％では、それ以上に低下していることがわかる。この原因の１つとして、

最適含水比の大きい八沢木粘土を混ぜ合わせたことで、全体の乾燥度が進んでも土取場粘土の乾燥が進

まず、強度が上がらなくなったことが考えられる。

　これに対し、図３に、混合粘土と土取場粘土とを互層とした試験片の圧縮試験結果を示す。図より、

（1）混合比 10% （2）混合比 20% （3）混合比 50%

写真３　土取場粘土と混合粘土を互層にした試験片

図２　混合粘土の圧縮強度に及ぼす混合比の影響 図３　互層粘土の圧縮強度に及ぼす混合比の影響

図１　単一粘土の圧縮強度に及ぼす乾燥度の影響 →

30㎜
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八沢木粘土を多く混合した低強度の混合粘土を用いても、互層にすれば、試験片の圧縮強度は、あまり

低下しないことがわかった。このことから、版築構造は、弱い層を強い層で挟む互層とするため、全体

の強度は、概ね強い層の値に近くなると考えられる。この原因として、圧縮による破壊（割れ）は、せ

ん断方向（斜め）に進むため、圧縮方向に垂直な方向に弱面が存在しても、強度への影響は小さいため

と考えられる。

４．考察

　最後に、秋田城の築地塀が、白色の鉱物を用いた縞模様として造られた要因について考える。そもそ

も、この築地塀には、土質を硬くするための石灰は用いられておらず2）、白色の主鉱物はクリストバラ

イトの白粉であると推定したことから、固化作用を期待して添加したとは考えられない。本実験結果よ

り、クリストバライトを主成分とする白色の粘土を築地塀の原料粘土に混合すると、その強度は低下す

るため、強度的には混合しない方が良いことが明らかとなった。したがって、築地塀の原料粘土に白色

粘土を混合させる意味は、力学機能が多少低下し、製造に手間がかかっても、築地塀の色合いを白色あ

るいは白の縞模様にしたいという、色彩的な装飾性（デザイン）にあると思われる。

　秋田城を造った古代人は、粘土という建築材料の力学的特性をできるだけ低下させずに、材料そのも

のに色彩的な装飾を試みていることが明らかとなった。このことが、現代的な材料試験の結果から、実

証できたと考えられる。

５．まとめ

　本研究では、秋田城の築地塀が、白色の鉱物を用いて縞模様として造られた要因およびその力学特性

について、実験によって明らかにした。本研究の結果をまとめると、次のようである。

1） 土取場粘土に白色の八沢木粘土を混合すると強度は低下する

2） 土取場粘土に八沢木粘土を混合した混合粘土と土取場粘土とを交互層にすると強度の低下は少ない

3） 築地塀の縞模様を再現するには、白色の八沢木粘土を20％以上混合しなければならない

4） 築地塀の色合いを白色あるいは白の縞模様にした理由は、色彩的な価値（装飾）を高めるため

引用文献

1） 伊藤武士（2006）：秋田城跡 最北の古代城柵 （日本の遺跡）、同成社.

2）  今井ほか（2015）：古代秋田城の築地塀を構成する白色および褐色粘土の互層構造について（その１）、

秋田城跡、秋田城跡調査事務所、pp.78-81.
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①第108次調査地Ａ区第Ⅳ層面全景（西から）

②第108次調査地Ｂ区第Ⅳ層面全景（南から）

図版１
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① SX2494 焼土遺構掘り下げ状況（東から）

②第 109 次調査地全景（南から）

図版２
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第 108 次調査地

①調査前状況（東から）

②第Ⅲ層面遺構全景（西から）

③第Ⅲ層面遺構全景（西から）

図版３
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第 108 次調査地

⑦ SB2065 掘立柱建物跡 P6 柱掘り方半裁状況（北西から）

⑤ SB2065 掘立柱建物跡 P4 柱掘り方半裁状況（北から）

③ SB2065 掘立柱建物跡半裁状況（南から）

① SD2450 溝跡掘り下げ状況（南から）

⑧ SB2065 掘立柱建物跡 P6 柱掘り方半裁状況（南東から）

⑥ SB2065 掘立柱建物跡 P5 柱掘り方半裁状況（西から）

④ SB2065 掘立柱建物跡 P1 柱掘り方半裁状況（南東から）

② SB2065 掘立柱建物跡検出状況（南から）

図版４
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① SB2454 掘立柱建物跡検出状況（北から）

③ SA2455 柱列跡半裁状況（南西から）② SA2149 材木塀跡半裁状況（南から）

第 108 次調査地 図版５
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第 108 次調査地

⑦ SI2459 竪穴建物跡カマド（南西から）

⑤ SI2459 竪穴建物跡遺物出土状況（西から）

③ SI2463 竪穴建物跡カマド断ち割り状況（南から）

① SD2456 溝跡掘り下げ状況（東から）

⑧ SI2459 竪穴建物跡カマド断ち割り状況（北東から）

⑥ SI2459 竪穴建物跡カマド検出状況（東から）

④ SI2459 竪穴建物跡掘り下げ状況（南から）

② SI2463 竪穴建物跡掘り下げ状況（南から）

図版６
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第 108 次調査地

⑦ SK2465 土坑半裁状況（南から）

⑤ SI2461 竪穴建物跡掘り下げ状況粘土除去後（西から）

③ SI2460 竪穴建物跡 P10 柱穴半裁状況（南から）

① SI2459 竪穴建物跡カマド断ち割り状況（西から）

⑧ SK2479 土坑半裁状況（南西から）

⑥ SI2462 竪穴建物跡掘り下げ状況（東から）

④ SI2460 竪穴建物跡 P1 柱穴半裁状況（南から）

② SI2460 竪穴建物跡掘り下げ状況（西から）

図版７
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第 108 次調査地

⑦ SX2491 焼土遺構掘り下げ状況（北西から）

⑤ SX2169 焼土遺構断ち割り状況（南から）

③ SK2481 土坑半裁状況（西から）

① SK2468 土坑掘り下げ状況（南東から）

⑧ SX2492 焼土遺構掘り下げ状況（南西から）

⑥ SX2490 焼土遺構掘り下げ状況（北西から）

④ SX2169 焼土遺構断ち割り状況（南から）

② SK2480 土坑検出状況（南から）

図版８
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第 108 次調査地

⑦ SD2498 溝跡土層断面（西から）

⑤ SX2494 焼土遺構掘り下げ状況（北東から）

③ SX2496 焼土遺構半裁状況（南東から）

① SX2492 焼土遺構遺物出土状況（南から）

⑧ SD2499 溝跡土層断面（東から）

⑥ SX2497 焼土遺構掘り下げ状況（東から）

④ SX2496 焼土遺構遺物出土状況（北西から）

② SX2495 焼土遺構半裁状況（南東から）

図版９
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第 109 次調査地

④ SA2500 材木塀跡半裁状況（南から）

②第 109 次調査地調査前状況（南から）

①第Ⅱ層面検出遺構全景（南西から）

③ SA2500・SA2501 材木塀跡半裁状況（西から）

図版10
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第 109 次調査地

⑦ SD2507 溝跡半裁状況（東から）

⑤ SKP2504 柱掘り方検出状況（東から）

③ SA2502 材木塀跡半裁状況（南から）

① SA2501 半裁状況（北から）

⑧ SD2508 溝跡半裁状況（東から）

⑥ SKP2505 柱掘り方検出状況（東から）

④ SA2503 材木塀跡半裁状況（北から）

② SA2502・SA2503 材木塀跡半裁状況（東から）

図版11
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①第Ⅲ層面検出遺構全景（北東から）

②第Ⅳ層面検出遺構全景（北から）

④第 109 次調査地北側西壁土層断面（北東から）

③ SD2510 溝跡半裁状況（東から）

⑤第 109 次調査地南側西壁土層断面（北東から）

第 109 次調査地図版12
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第 110 次調査地

⑦Ｃ区第Ⅴ層検出状況全景（東から）

⑤Ｂ区第Ⅴ層検出状況全景（東から）

③Ａ区第Ⅲ・Ⅳ層面検出状況全景（西から）

①Ａ区調査前状況（西から）

⑧Ｃ区第南壁土層断面（北東から）

⑥Ｂ区北壁土層断面（南東から）

④Ａ区南壁土層断面（北から）

②Ｂ・Ｃ区調査前状況（北から）

図版13
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第 108 次調査地出土遺物（遺構内）図版14

1a
（10―386内面） （10―387赤外線写真）

2
（10―387）

3
（10―388）

5
（10―390）

9
（10―394）

12
（10―397）

14
（10―399）

8
（10―393）

11
（10―396）

7
（10―392）

10
（10―395）

6
（10―391）

13
（10―398）

15
（10―400）

16
（10―401）

17
（10―402）

4
（10―389）

1b
（10―386）

１～５　SD2450、　６　SK2452、　７～９　SB2065、　10　SB2454、　11　SA2455、　12・14　SD2456

13 SD2458、　15～17　SI2459　（9・10・13はS＝1／2、14はS＝1/4、その他はS＝1／3）
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（10―403）

3
（10―405）

2
（10―404）

4
（10―406）

5a
（10―407上半部）

5b
（10―407下半部）

図版15第 108 次調査地出土遺物（遺構内）

１～５　SI2459　（すべてS＝1／3）
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図版16
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（10―408上半部）

1b
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第 108 次調査地出土遺物（遺構内）

１　SI2459、　２～８　SI2460、　９・10　SI2461、　11～13　SI2462、　14　SI2463（７・13はS＝1／2、その他はS＝1／3）
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図版17
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（10―426）

3
（10―424）

第 108 次調査地出土遺物（遺構内）

１・２　SI2459、　３～６　SI2463　（１・２はS＝1／2、３～６はS＝1／3）
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図版18
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第 108 次調査地出土遺物（遺構内）

１～３　SI2463、　４～７　SK2464、　８・９　SK2465、　10　SK2468、　11　SK2471、　12　SK2475、

13　SK2478、　14・15　SK2480、　16　SK2481、　17・18　SK2484、　19　SK2468　（11はS＝1／2、その他はS＝1／3）
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図版19

3
（10―449）
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（10―452）
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（10―448）

4
（10―450）

5
（10―451）

第 108 次調査地出土遺物（遺構内）

１・２　SX2169、　３　SX2490、　４～６　SX2491　（６はS＝1／2、その他はS＝1／3）

1a
（10―447上半部）

1b
（10―447胴部）
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第 108 次調査地出土遺物（遺構内）

１・２　SX2492、　３～８、19・20　SX2494、　９　SX2495、　10～14　SX2496、　15～17　SX2497、　18　SX2490

（８・14・16・17はS＝1／2、19・20はS＝1／4、その他はS＝1／3）

図版20
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第 108 次調査地出土遺物（第Ⅰ～Ⅲ層）

１～７　第Ⅰ層、　８・９　第Ⅱ層、　10～21　第Ⅲ層　（すべてS＝1／3）

図版21
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第 108 次調査地出土遺物（第Ⅲ・Ⅳ層）

１～13　第Ⅲ層、　14～21　第Ⅳ層　（１～11はS＝1／2、12～21はS＝1／3）
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図版22

10―512
赤外線写真

― 104 ―



第 108 次（第Ⅳ層）・109 次・110 次調査地出土遺物

１～15　第108次第Ⅳ層、　16　第109次SKP2504、　17　第109次第Ⅰ層、　18　第109次第Ⅱ層、　19　第110次A区第Ⅱ層、

20　第110次B区第Ⅲ –２層、　21　第110次C区第Ⅲ–３層　（３～12・14はS＝1／2、15・21はS＝1／4、その他はS＝1／3）
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図版23

― 105 ―



ふ り が な あきたじょうあと

書 名 秋田城跡

副 書 名 秋田城跡歴史資料館年報2017

巻 次 2017

シリーズ名 秋田城跡歴史資料館年報

シリーズ番号

編 著 者 名 神田和彦、児玉駿介、松下秀博、阿部美穂

編 集 機 関 秋田市立秋田城跡歴史資料館

所 在 地 〒011−0907　秋田県秋田市寺内焼山９番６号　TEL：018−845−1837　FAX：018−845−1318

発行年月日 2018年３月

ふ り が な

所収遺跡名

ふ り が な

所 在 地

コ　ー　ド
北　緯 東　経 調 査 期 間

調査面積

 ㎡

調 査

原 因市町村 遺 跡 番 号

あきたじょうあと

秋田城跡

あきたし　てらうち

秋田市寺内
05201 186

39 度

44 分

20 秒

140度

05 分

00 秒

第108次

20170509～

20170920

534 保護管理

第109次～

20170921～

20171006

41 保護管理

第110次

20171011～

20171031

45 現状変更

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

秋田城跡

第108次調査

城柵官衙

遺跡

奈良

～平安

〔古代〕
掘立柱建物跡２棟、柱列跡
１条、材木塀跡１条、溝跡
５条、竪穴建物跡５軒、土
坑26基、焼土遺構９基
〔近世以降〕
溝跡２条、土坑３基

須恵器、土師器、
赤褐色土器、陶磁
器、瓦、石製品
（砥石、金床
石ヵ）、石器、鉄
製品、鉄滓

城内区画施設の調
査

秋田城跡

第109次調査

城柵官衙

遺跡

奈良

～平安

中世

材木塀跡４条、柱掘り方
２基、溝跡３条、土塁１
基、道路遺構２面

陶磁器、珠洲系中
世陶器

外郭西門周辺の中
世における利用状
況および、古代秋
田城の城外西大路
の調査

秋田城跡

第110次調査

城柵官衙

遺跡

奈良

～平安

近世磁器、瓦 城内西大路の調査

要　約

　第108次調査では、城内区画施設と廃絶時期および方位規制が対応すると考えられる焼土

遺構群と、その廃絶後に方位規制を真北方向とした竪穴建物遺構群を検出し、焼山地区南

西部の変遷と実態の一部を把握した。

　第109次調査では、周辺の調査で確認している平安・奈良期道路遺構および中世後期材木

塀遺構の延長を検出した。

　第110次調査では焼山地区東部および大畑地区において、政庁から外郭西門に至る城内西

大路の検出に努めたが、既に削平を受けており、古代遺構は発見できなかった。
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